
中数－11

優斗さんと芽依さんは、地域のイベントで「じゃんけんカードゲー 
ム」を行うことを計画しました。そこで、表

おもて

に「グー」、「チョキ」、 
「パー」の絵がかかれたカードをそれぞれ同じ枚数ずつたくさん準備 
しました。これらのカードを裏にすると、表の「グー」、「チョキ」、 
「パー」の絵はわかりません。
二人は、これらのカードを使ったゲームの 

進め方を、次のように考えました。

進め方

①　準備したすべてのカードを裏にしてよく混ぜ、裏にしたま 
ま、対戦するＡとＢの手元にそれぞれ３枚ずつ並べる。

Ａ Ｂ

②　ＡとＢは、手元のカードのいずれか１枚を同時に表にする。 
じゃんけんのルールをもとに勝敗を決め、負けた人は勝った人 
に表にしたカードを渡

わた

す。これを１回目とする。
例

Ａ

Ａ（勝ち）

Ｂ

Ｂ（負け）

勝った人に渡す

ただし、あいこのときはカードの受け渡しをせず、１回目を 
終了する。

③　１回目終了後、自分の手元のカードを、すべて裏にしてよく 
混ぜてから並べ、②と同様に２回目を行う。

④　２回目終了後、手元のカードの枚数に応じて景品をもらう。

７

しゅうりょう
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中数－12

優斗さんと芽依さんは、前ページの進め方でゲームを行うときのＡ 
とＢのそれぞれの勝ちやすさについて調べることにしました。

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。ただし、手元のカードのい
ずれか１枚を表にするとき、どのカードを表にすることも同様に確か
らしいものとします。

（１）優斗さんと芽依さんは、前ページの進め方で 
は、右の図のようにＡとＢのそれぞれの手元の 
カードが同じ絵のカードになる場合があること 
に気づきました。
Ａの手元のカードが３枚とも「グー」、Ｂの 

手元のカードが３枚とも「チョキ」で１回目を 
行うとき、次のことがいえます。

１回目は必ずＡが勝つから、１回目にＡが勝つ確率は 
である。

上の に当てはまる数を書きなさい。

Ａ

Ｂ



中数－13

（２）優斗さんと芽依さんは、手元のカードの絵によっては、Ａが必ず 
勝ったり、Ｂが必ず勝ったりする場合があることに気づきました。 
そこで、二人は、手元のカードがいろいろな場合で、ＡとＢのそれ 
ぞれの勝ちやすさについて考えることにしました。
まず、Ａの手元のカードが「グー」、「グー」、 

「パー」の３枚、Ｂの手元のカードが「チョ 
キ」、「チョキ」、「パー」の３枚で、ＡとＢのそ 
れぞれの勝ちやすさについて調べることにしま 
した。

調べたこと

Ａ Ｂ

パー

チョキ
チョキグー

パー

チョキ
チョキグー

パー

チョキ
チョキパー

〇カードの絵の出方は全部で９通り
〇Ａが勝つ場合は４通り
〇Ｂが勝つ場合は４通り
〇あいこになる場合は１通り

・Ａが勝つ確率は
９

４

・Ｂが勝つ確率は
９

４

・あいこになる確率は
９

１

Ａ

Ｂ



中数－14

優斗さんと芽依さんは、前ページの調べたことをもとに話し合っ 
ています。

優斗さん「 ＡとＢの勝つ確率は、どちらも
９

４
だから、勝ちや 

すさは同じだね。」
芽依さん「 手元のカードが３枚ずつのとき、カードの絵によっ 

て、ＡとＢのどちらかが勝ちやすかったり、勝ちや 
すさが同じだったりするね。」

優斗さん「 ＡとＢの手元のカードの枚数が違
ちが

うとき、勝ちやす 
さはどうなるのかな。」

二人は、Ａの手元のカードの枚数が４枚、Ｂの手元のカードの枚 
数が２枚の場合で、ＡとＢのそれぞれの勝ちやすさについて考える 
ことにしました。
そこで、Ａの手元のカードが「グー」、「チョキ」、「パー」、 

「パー」の４枚、Ｂの手元のカードが「グー」、「チョキ」の２枚で、 
ＡとＢのそれぞれの勝ちやすさについて調べることにしました。

Ａ Ｂ

このとき、ＡとＢのどちらが勝ちやすいですか。下のアからウま 
での中から正しいものを１つ選び、それが正しいことの理由を、確 
率を求め、その値を用いて説明しなさい。

ア　Ａの方が勝ちやすい。

イ　Ｂの方が勝ちやすい。

ウ　ＡとＢの勝ちやすさは同じである。


